
呉市地域公共交通ビジョン（案）の概要 
 

 １ 趣 旨  
 

鉄道や路線バス，生活バス及び生活航路等で構成される市域の公共交通は，人口減少や少子高齢化，モータリゼーションの進行等の影響により，利用

者の減少傾向が続く中，交通事業者の経営努力だけでは，持続的・安定的に維持・確保していくことが困難な状況となっています。 

本市の公共交通を取り巻く情勢が厳しさを増す中，真に持続可能な公共交通体系を構築するため，市民，交通事業者及び行政が一体となって取り組む

べき本市の交通政策の指針となる「呉市地域公共交通ビジョン（案）」（以下「ビジョン案」という。）を策定します。 
 

 ２ 公共交通の現状と課題等  
 
 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

公共交通が抱える 

課題 
①公共交通利用者の減少 ②拠点間を結ぶコンパクトなネットワーク ③移動ニーズに応じた公共交通体系 

課題解決に向けた 

方向性 

利便性向上と利用促進による，「利用減による

悪循環」から「利用増による好循環」への転換 

将来のまちづくりを見据えた公共交通の有機的

な連携による「交通ネットワーク」の構築 

公共交通の役割分担と個々のニーズに基づく移

動手段との連携，地域に最適な交通手段の導入 

 

 ３ ビジョン（案）の概要  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本理念】都市の発展と市民の日常生活を支える持続可能な公共交通 
 

～人口減少や少子高齢化に対応した，地域の活力向上と市民が便利に安心して暮らせるまちづくりを支える「持続可能な公共交通」を目指します。～ 

 基本目標  

 取組方針  

 施策推進の柱と主な事業展開  

※平成 25 年度の市の車両登録台数は，平成 17 

年度に比べて約 1.２倍に増加 

(1) 社会経済情勢の変化と公共交通の現状 

※ＪＲと路線バスの利用者数は，平成 17 年度 

以降，ＪＲ・路線バスともに減少傾向 

公共交通利用者は減少傾向 

 

交通手段の分担率 

※市民の日常生活における移動手段は，通学及 

び通院を除き，自動車が主流 

ＪＲとバスの乗り継ぎ状況 

※呉駅では約 6 割（広駅・新広駅では約 3 割）の人 

が JR とバスを乗り継いでいる。 

(2) 公共交通の利用実態と市民の移動ニーズ 

路線バス及び生活バス等の満足度 

～JR 呉駅までのアクセス手段～ 

※停留所における上屋や時刻表掲示，バスとＪＲ，

バスとバスとの乗換え待ち時間の満足度が低い。 

(3) 公共交通が抱える課題と課題解決に向けた方向性 

モータリゼーションの進行 

※平成25年の市の人口は，平成17年に比べ， 

15,355 人減少し，高齢化率は 5.9％上昇 

人口減少・少子高齢化の進行 

※各年 9 月末現在の人口・高齢化率 

 

 

 

 

 

【持続可能な公共交通体系（イメージ）】 
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